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問 12. C2 級のベクトル場 f : R3 → R3 に対して、次の (1), (2) が成り立つことを示せ。
(1) div (rotf) = 0 (2) rot (rotf) = grad (div f)−4f
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fi が C2 級なので 2階偏導関数は偏微分の順序に依らないことから、
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